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９
月　

日
、「
第
３
回
コ
ウ
ノ
ト

２４

リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ
」
の
会
場

と
な
っ
た
豊
岡
市
民
会
館
文
化

ホ
ー
ル
に
は
、
朝
早
く
か
ら
大
き

な
か
ば
ん
や
カ
メ
ラ
、
三
脚
を

持
っ
た
人
、
双
眼
鏡
を
首
か
ら
提

げ
た
人
な
ど
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

多
く
の
参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ

れ
た
ホ
ー
ル
内
は
、
午
後
か
ら
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放
鳥
と
い
う
歴
史

的
な
瞬
間
も
見
よ
う
と
い
う
人
が

多
く
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
熱
気
を

帯
び
て
い
ま
し
た
。

●
全
体
会

　

「
か
い
ぎ
」
は
、
山
岸　

哲
実

行
委
員
長
の
開
会
宣
言
に
よ
り
始

ま
り
ま
し
た
。
１
９
９
４
年
に
開

催
し
た
第
１
回
の
国
際
か
い
ぎ
に

も
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
秋
篠
宮
殿

下
か
ら
「
海
外
か
ら
の
研
究
者
を

含
め
、
鳥
類
や
自
然
環
境
保
全
に

携
わ
る
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

研
究
発
表
、
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
、
人
と
自
然
が
共
存
す
る
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
意
義

深
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」

と
の
お
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
公
園
の
増
井
光
子
園
長
か
ら
放

鳥
ま
で
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保
護
・

増
殖
の
経
過
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

野
生
復
帰
の
意
義
、
自
然
環
境
と

の
共
生
に
つ
い
て
、
貴
重
な
報
告

や
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。（
概
要

は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　平成１７年９月２４日、５羽の飼育コウノトリが豊岡
の秋の空へと放たれ、コウノトリの野生復帰へ新た
な一歩が刻まれました。１９６５年の人工飼育の開始か
ら４０年という長い時間を経て、夢の実現へまた一歩
進んだのです。
　また放鳥と併せ、豊岡市ではコウノトリ野生復帰
への課題や方向性を国内外の方と一緒に考えるため、
９月２４日、２５日の２日間にわたり、県・市共同で「第
３回コウノトリ未来・国際かいぎ」を開催しました。

　「人と自然が共生する持続可能な地域づくり」をテーマに国内外から約２，５００人が参加し、基調
講演や分科会を通して意見交換を行い、今後の進むべき方向性等をメッセージとしてまとめて、採
択しました。

▲全国各地から多くの人が参加

▲会場内には双眼鏡を持った人が多く見られた

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
絶
滅
か
ら
救
お
う
と
、

人
間
の
英
知
を
絞
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
人
工
飼
育
。
国
際
的
な
支
援
が
今
日

の
自
然
放
鳥
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
保
護
事
業
に
携
っ
た
多
く

の
方
に
感
謝
し
ま
す
。

　

絶
滅
の
瀬
戸
際
に
追
い
込
ま
れ
た
鳥

を
救
う
一
つ
の
手
段
と
し
て
始
ま
っ
た

保
護
増
殖
で
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
一
つ
ひ
と
つ
克
服
し
て
、
本
日
、

放
鳥
す
る
段
階
に
き
た
の
は
、
豊
岡
の

人
た
ち
の
頑
張
り
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

よ
う
や
く
本
日
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放

鳥
が
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
復
活
を
応

援
し
、
支
え
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
長

い
道
の
り
が
こ
れ
か
ら
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
以
上
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
の
威
厳
あ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
日
本

に
復
帰
さ
せ
る
理
想
が
現
実
と
な
る
こ

の
機
会
に
再
び
豊
岡
の
地
を
訪
れ
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
で
き
、
光
栄
で
す
。

（
敬
称
略
）

キ
ャ
サ
リ
ン
・
キ
ン
グ

（
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
動
物
園
）

友
田 
英  
彌 

ひ
で 

み

（
元
但
馬
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
存
会
総
務
部
長
）

吉
井　

正（　
山
階
鳥
類
研
究
所
顧
問
）

（財）

松
島
興
治
郎（
元
コ
ウ
ノ
ト
リ
飼
育
長
）

★テーマ　「人と自然が共生する持続可能な地域づくり」 

コウノトリの放鳥という歴史的な瞬間とともに 
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コ
ウ
ノ
ト
リ
、
ト
キ

を
含
め
て　

種
の
鳥
を

１５

私
た
ち
は
日
本
か
ら
失

い
、
地
球
上
で
は
こ
の

４
０
０
年
間
に
１
２
８

種
の
鳥
を
同
じ
よ
う
に

絶
滅
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
だ
け
で
な

く
植
物
、
ほ
乳
類
、
は

虫
類
、
魚
な
ど
多
く
の

種
が
絶
滅
す
る
だ
ろ
う

と
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

日
本
全
体
の
生
物
を
視
野
に
入
れ

て
、
何
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
を
考
え
る
時
期
に
き
て
い

ま
す
。

　

タ
イ
ト
ル
の
「
よ
み
が
え
れ
野

生
の
い
の
ち
」
に
は
、
２
つ
の
意

味
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、
絶
滅

し
た
も
の
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
。

も
う
１
つ
は
、
絶
滅
し
そ
う
な
も

の
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
２
つ
目
の
意
味
が
特
に

大
切
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
と
い

う
こ
の
日
に
、
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

１
日
に
地
球
上
か
ら

１
０
０
種
ほ
ど
の
動
植

物
が
絶
滅
し
て
い
ま
す
。

１
日
に
３
０
、０
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
砂
漠
化

し
て
い
ま
す
。
１
日
に

２
６
、０
０
０
の
人
々

が
食
糧
難
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

飢
餓
と
気
候
破
壊
、

現
在
の
社
会
が
抱
え
て

い
る
大
き
な
問
題
は
、

同
時
に
自
身
の
生
活
基
盤
も
破
壊

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
の
解
決

方
法
の
１
つ
の
手
段

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

問
題
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問

題
は
、
我
々
の
将
来

を
占
う
一
番
の
カ
ギ

で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
し
で
は
生
命
は
維
持
さ
れ
ま
せ

ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
し
で
は
、
経

済
も
動
き
ま
せ
ん
。
石
油
な
ど
の

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
今
か
ら　
１０

年
の
間
に
普
通
の
人
で
は
買
え
な

い
値
段
に
上
が
っ
て
し
ま
い
、
こ

れ
か
ら
先
、
数
十
年

で
枯
渇
の
時
を
迎
え

ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
は
、

従
来
型
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
は
地
球

温
暖
化
や
種
の
絶
滅

と
い
っ
た
環
境
問
題

だ
け
で
な
く
、
実
は
大
き
な
経
済

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

我
々
は
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
（
自

然
や
環
境
）か
つ
ソ
ー
シ
ャ
ル（
社

会
的
）
な
市
場
経
済
を
確
立
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「よみがえれ野生のいのち」
山岸　哲（（財）山階鳥類研究所所長）

「エコロジーだけが経済を救う」
フランツ・アルト（ドイツ・ジャーナリスト）

　

関
係
者
の
目
的
心
と
前
向
き
な
姿
勢

が
あ
っ
て
、　

年
も
の
間
、
目
標
と
さ

４０

れ
た
ゴ
ー
ル
を
追
い
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
で
は
屋
根
の
上
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
世
界
に
平
和
を
も
た
ら

す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
私
た
ち
の
家
や
地
域
に
住
む

よ
う
に
な
れ
ば
、
幸
せ
が
訪
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
日
の
放
鳥
に
と
ど
ま
ら
ず
こ
れ
か

ら
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
自
然
の
中
で

増
殖
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

私
も
ア
メ
リ
カ
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
コ

ン
ド
ル
の
野
生
化
に
挑
戦
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。

　

人
間
と
環
境
を
ト
ー
タ
ル
と
し
て

扱
っ
て
、
人
の
暮
ら
し
や
文
化
を
全
て

ひ
っ
く
る
め
て
研
究
を
す
る
「
地
域
ま

る
ご
と
博
物
館
構
想
」
作
成
の
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
構
想

は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
に
よ
っ
て

実
行
段
階
に
入
っ
た
と
い
え
ま
す
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
を
成
功
さ
せ
た

豊
岡
の
皆
さ
ん
の
お
力
で
、
博
物
館
構

想
も
成
功
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ア
ン
ド
ロ
ノ
フ

（
ロ
シ
ア
連
邦
天
然
資
源
省　
　

極
東
環
境
管
理
副
局
長
）

守
山　

弘（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
）

国内外のさまざまな方から報告、提言をいただきました 

●経過報告 

増井光子（県立コウノトリの郷公園園長） 
「コウノトリの保護増殖の現状と未来」 

●基調講演 

山岸　哲（（財）山階鳥類研究所所長） 
「よみがえれ野生のいのち」 

●分科会 
 

座　長　　池田　啓（兵庫県立コウノトリの郷公園研究部長） 
発表者　　マイケル・ウォーレス（アメリカ・サンディエゴ動物園）、キャサリン・キング 
　　　　　（オランダ・ロッテルダム動物園）、朴是龍（韓国・国立教員大学コウノト 
　　　　　リ復元研究所長）、山岸　哲（山階鳥類研究所長）、長谷川　博（東 
　　　　　邦大学教授）、羽山伸一（日本獣医畜産大学助教授）、大迫義人（県 
　　　　　立コウノトリの郷公園主任研究員） 
 

第１分科会 「コウノトリの野生復帰を検証する 
　　　　　　 　－生息地外保全から再び生息地内保全へ－」 
 

座　長　　保田　茂（兵庫農漁村社会研究所代表、神戸大学名誉教授） 
発表者　　金種淑（韓国・韓国農業専門学校教授）、稲葉光國（ＮＰＯ法人民間 
　　　　　稲作研究所代表）、呉地正行（日本雁を保護する会会長）、畷　悦喜 
　　　　　（コウノトリの郷営農組合長）、田中香代子（食と農懇話会世話人）、 
　　　　　西村いつき（兵庫県豊岡農業改良普及センター普及主査） 

第２分科会 「生きものと共生する農業（安全安心なお米づくり）」 

座　長　　中瀬　勲（兵庫県立大学教授、前豊岡市環境経済戦略策定委員会委員長） 
発表者　　フランツ・アルト（ドイツ・ジャーナリスト）、今泉みね子（環境ジャーナリス 
　　　　　ト・ドイツ在住）、小浦久子（大阪大学大学院助教授）、小西孝則（豊岡 
　　　　　商工会議所、前豊岡市環境経済戦略策定委員会委員）、中田裕美子 
　　　　　（前豊岡市環境経済戦略策定委員会副委員長） 

第３分科会 「環境と経済が共鳴するまちづくり」 

座　長　　ケビン・ショート（アメリカ・東京情報大学教授、ナチュラリスト） 
発表者　　柳生　博（日本野鳥の会会長、コウノトリファンクラブ会長）、永田　萠 
　　　　　（イラストレーター、文化庁文化審議会専門委員）、ロシア・ハバロフスク 
　　　　　の子ども、宮城県田尻町立大貫小学校、新潟県佐渡市立行谷小学校、 
　　　　　豊岡市立小坂小学校、豊岡市立三江小学校 

第４分科会 「世界へ、未来へ、次世代へ」～コウノトリ子どもかいぎ～ 

フランツ・アルト（ドイツ・ジャーナリスト） 
「エコロジーだけが経済を救う」 

（敬称略） 

マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ
ー
レ
ス

（
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
動
物
園
）
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日
本
や
韓
国
の
環
境
創
造
型
稲

作
や
豊
岡
に
お
け
る
「
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
農
業
」
の
取
り
組
み
を
、

生
産
者
、
流
通
関
係
者
、
消
費
者

を
交
え
て
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

　

報
告
の
中
で
、
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
生
産
者
が
環
境
創
造
型
農

業
に
転
換
し
て
い
け
る
農
業
技
術

の
改
善
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
取

り
組
み
に
挑
戦
す
る
生
産
者
を
、

消
費
者
や
流
通
関
係
者
に
支
え
て

ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
存
が
具
体

的
に
な
っ
た
今
こ
そ
、
冷
静
に
検

証
し
た
い
と
の
趣
旨
の
も
と
に
開

催
さ
れ
た
分
科
会
で
は
、「
豊
岡
に

お
け
る
野
生
復
帰
事
業
は
環
境
の

分
析
、
計
画
の
策
定
、
環
境
整
備

等
の
Ⅰ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際
自
然
保
護

連
合
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
」
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
繁
殖
技
術
と
飼
育
技
術
、

放
鳥
方
法
の
確
立
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
な
ど
に
よ
っ
て
、
成
功

し
て
い
る
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
コ
ン

ド
ル
の
野
生
復
帰
の
例
や
電
線
、

繁
殖
地
の
減
少
、
餌
の
減
少
な
ど

の
脅
威
の
除
去
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
コ
ウ
ノ
ト
リ
な

ど
の
海
外
事
例
も
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
、「
コ
ウ
ノ
ト

リ
野
生
復
帰
事
業
を
、
住
民
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
企
業
・
各
種
団
体
、
学
識

者
、
行
政
の
間
で
の
継
続
的
な
協

議
に
よ
っ
て
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ロ
シ
ア

や
韓
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
保
護
・
増
殖
と
の
更

な
る
国
際
協
力
が
必
要
で
あ
る
」

と
確
認
さ
れ
た
。

　

２
日
目
の　

日
は
、「
コ
ウ
ノ
ト

２５

リ
」、「
農
業
」、「
環
境
と
経
済
」、

「
子
ど
も
」
と
い
う
４
つ
の
テ
ー

マ
の
分
科
会
を
開
催
し
、
報
告
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
韓
国
の
事
例
で
も
「
親

環
境
農
業
で
あ
る
有
機
農
業
が
活

発
な
地
域
で
は
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に 
伝  
播 
や
教
育
を
通

で
ん 
ぱ

し
て
意
識
転
換
が
あ
り
、
そ
れ
に

共
感
し
た
消
費
者
た
ち
が
地
域
に

親
し
み
を
覚
え
、
交
流
を
続
け
て

い
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

議
論
の
末
、「
生
き
物
と
共
生
す

る
農
業
は
、
単
な
る
物
作
り
に
終

始
し
な
い
物
語
性
を
持
っ
た
取
り

組
み
で
あ
り
、
生
産
に
直
接
関
係

し
な
い
生
き
物
、
風
景
と
い
っ
た

も
の
を
私
た
ち
に
見
直
す
機
会
を

与
え
て
く
れ
る
。
そ
の
象
徴
的
な

も
の
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
あ
り
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
暮
ら
せ
る
環
境
を
取

り
戻
す
こ
と
は
、
私
た
ち
も
、
次

の
世
代
も
、
健
康
に
暮
ら
せ
る
環

境
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

生
き
物
と
共
生
す
る
農
業
が
豊
岡

か
ら
全
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
す
る
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰

を
検
証
す
る
」

第
１
分
科
会

生
き
物
と
共
生
す
る
農
業

〜
安
全
安
心
な
お
米
づ
く
り
〜

第
２
分
科
会

　

私
た
ち
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
へ
の
取
り
組
み
が
進
む
こ
こ

兵
庫
県
豊
岡
市
で
、
３
回
目
の 
『
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い

ぎ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
、
『
か
い
ぎ
』
開
催
中
に
飼
育
下
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
最

初
の
放
鳥
が
実
施
さ
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
人
里
に
い
る
こ
と
が
現
実

と
な
っ
た
こ
と
で
、
議
論
は
よ
り
具
体
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
内
容
を
検
証
し
合
い
、
新
た
な
課
題
を
提
示

し
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う
、
討

議
を
深
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の 
『
か
い
ぎ
』
で
、
食
物
連
鎖
の
頂
点
に
立
つ

大
型
の
鳥
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
も
住
め
る
豊
か
な
環
境
は
、
私
た
ち
人

間
に
と
っ
て
豊
か
な
自
然
・
文
化
環
境
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
確

認
し
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
揺
る
が

な
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、  

『
か
い
ぎ
』
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
行
動
す
る
と
と
も

に
、
連
携
し
、
支
え
合
っ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

の
取
り
組
み
が
、
人
と
自
然
が

共
生
す
る
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
の
一
つ
の
あ
り
方
と
な
る

よ
う
、
私
た
ち
は
、
今
回
の
討

議
を
踏
ま
え
、
こ
の
『
か
い

ぎ
』
の
名
に
お
い
て
、
国
内
外

の
人
々
に
次
の
と
お
り
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
ま
す
。

『
人
と
自
然
が
共
生
す
る

　
　
　
　
　
 
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
』

「
第
３
回　

コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ
」

採
択
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲池上加奈子さんがメッセージを朗読。池上さんは、１１年
前に開催された第１回『かいぎ』に地元小学校児童の一
人として参加していた
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海
外
か
ら
の
報
告
と
し
て
、「
環

境
先
進
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
、

市
民
が
自
ら
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
た
〝
小
さ
な
市
民
の
力
〞
の
成

果
で
あ
っ
た
。
環
境
に
良
い
こ
と

を
持
続
さ
せ
る
に
は
経
済
的
に
成

り
立
た
な
い
と
い
け
な
い
」
と
提

言
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
環
境
と
経
済
を
循
環
さ

せ
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
豊

岡
の
風
土
に
合
っ
た
ま
ち
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
と

共
に
暮
ら
す
豊
岡
型
の
暮
ら
し
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
」
と
の
意
見
が
出
た
。

　

最
後
は
、「
豊
岡
の
風
土
や
文

化
・
歴
史
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
加
え
、
新
し
い
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住

め
る
豊
岡
の
循
環
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
け
る
」
と
今
後
の

テ
ー
マ
が
示
さ
れ
、
「
市
民
と
行

政
の
意
識
改

革
と
環
境
と

経
済
の
共
鳴

が
そ
れ
を
可

能
に
す
る
」

と
総
括
さ
れ

た
。

環
境
と
経
済
が

　

共
鳴
す
る
ま
ち
づ
く
り

第
３
分
科
会

　

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
田
ん
ぼ
や
た

め
池
な
ど
日
本
の
生
活
文
化
の
中

で
生
き
て
い
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

住
め
る
環
境
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

は
、
文
化
や
暮
ら
し
も
一
緒
に
復

活
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
ど
う
い
う
地
球
で
生
き

て
い
き
た
い
か
、
子
ど
も
た
ち
に

考
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
話
で

始
ま
っ
た
分
科
会
は
、
ロ
シ
ア

（
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保
護
活
動
）、
宮

城
県
田
尻
町
（ 
蕪  
栗 
沼
の
ガ
ン
な

か
ぶ 
く
り

ど
の
観
察
と
学
習
）、
新
潟
県
佐

渡
市（
ト
キ
の
野
生
復
帰
）、そ
し

て
、
地
元
豊
岡
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
三
江
小

学
校
の
児
童
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

学
習
を
通
し
て
「
い
の
ち
」
の
つ

な
が
り
を
考
え
、
ま
た
、
小
坂
小

学
校
の
児
童
は
、
昨
年
の
台
風　
２３

号
に
よ
る
被
災
体
験
を
通
し
て
自

然
と
の
共
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

発
表
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
が

環
境
に
関
心
を
持
ち
、
深
く
学
習

し
て
い
る
こ
と
に
、
今
後
の
活
動

と
取
り
組
み
の
輪
が
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
た
。

世
界
へ
、未
来
へ
、次
世
代
へ

 
〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
子
ど
も
か
い
ぎ
〜

第
４
分
科
会

　

午
後
か
ら
は
、
兵
庫
農
漁
村
社

会
研
究
所
代
表
の
保
田　

茂
さ
ん

を
総
括
者
に
、
各
分
科
会
の
報
告

と
総
括
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
か
い
ぎ
』
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
会
長
の
柳
生
博
さ
ん
が
参
加
。

　

年
前
の
『
第
１
回
か
い
ぎ
』
で

１０出
会
っ
た
子
ど
も

た
ち
な
ど
と
共
に

参
加
者
全
員
で

「
翼
を
く
だ
さ

い
」
を
合
唱
し
、

こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
の
輪
の
広
が

り
を
誓
い
合
い
、

放
鳥
さ
れ
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
無
事
と

野
生
復
帰
の
成
功

を
祈
り
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
野
生
で
定
着
さ
せ
る
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
コ
ン
ド
ル
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
コ
ウ
ノ
ト
リ
な
ど
の
例
に
な
ら

い
、ロ
シ
ア
、韓
国
な
ど
と
の
国
際
協
力
を
一
層
活
発
に
し
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
こ
そ
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識

に
立
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
努
力
を
続
け
よ
う
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
の
多
様
な
資
源
を
生
か
し
た
循
環
型
農
業

に
取
り
組
み
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず
、

夏
の
中
干
し
を
延
期
し
た
り
、
冬
季
に
は
水
を
張
る
な
ど
、
水
田
を

生
物
の
生
息
場
所
と
し
て
最
大
限
に
機
能
さ
せ
、
生
き
も
の
と
共
生

で
き
る
農
業
を
進
め
よ
う
。
そ
し
て
、
生
産
者
と
消
費
者
が
共
に
手

を
携
え
な
が
ら
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
育
む
安
全
で
安
心
な
お
米
作
り
を

こ
の
地
域
に
広
げ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
健

康
で
安
心
な
生
活
環
境
を
創
造
し
よ
う
。

　

環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い
取
り
組
み
が
経
済
効
果
を
生
み
、

さ
ら
に
そ
の
経
済
効
果
が
環
境
を
よ
り
一
層
良
く
し
て
い
く

仕
組
み
を
各
地
で
つ
く
っ
て
い
こ
う
。
そ
の
た
め
に
、
具
体
的
な
成

功
事
例
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
、
環
境
と
経
済
が
共
鳴
し
合
う
〝
ま
ち

〞
を
目
指
そ
う
。

　

子
ど
も
の
想
像
力
や
感
動
す
る
心
は
、
魅
力
的
な
自
然
を
よ

み
が
え
ら
せ
る
原
動
力
で
も
あ
る
。
自
然
や
生
き
も
の
に
触

れ
る
場
を
多
く
作
り
、
子
ど
も
の
感
性
を
よ
り
豊
か
に
し
よ

う
。
そ
し
て
、
国
内
外
の
交
流
を
通
し
て
、
さ
ら
に
取
り
組

み
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
。

　
　

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
展

開
さ
れ
、
地
域
に
活
力
が
満
ち
た
と
き
、
人
と
自
然
が
共

生
す
る
持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
確
信
し
ま
す
。

  
私
た
ち
は
、
行
動
を
続
け
ま
す
。
皆
さ
ん
、
一
緒
に
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

1234

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、年
度
末
に
ま
と
め
る
報
告
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。


